
１．基本情報および一年間の測定結果

② 各室の有効容量と引抜き結果
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２．浄化槽の概要図と清掃時の設定状況
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① 適正量引抜き後の測定結果
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３．清掃時の槽内状況（平成26年8月7日）

４．清掃２か月後、保守点検時の槽内状況（平成26年10月30日）

６．清掃後の保守点検結果

①ＤＯ７．４ ｍｇ/Ⅼ高い

処理水槽の状況

２次処理槽内水透視度　５０度

１次処理２室　流出水 ２次処理の状況

流入

流入

放流

１次処理２室 ２次処理/処理水槽

１次処理２室

１次処理１室

　 生物膜少ない

１次処理１室

放流

２次処理/処理水槽

５．作業及び調整内容

撹拌水流を弱めた効果あり
②２室流出水透視度　３５度 ③放流水透視度　５０度

スカム厚、堆積汚泥厚　０ｃｍ
２次処理槽内水透視度　５０度

① 前年１次処理流出水透視度１６度→３５度、放流水透視度２３度→５０度に改善（２６年１０月３０日）

② 前年１次処理１室スカム厚０ｃｍ→３ｃｍ増加、堆積汚泥厚５ｃｍ→１ｃｍに減少

③ 前年１次処理２室堆積汚泥厚０ｃｍ→０ｃｍ

２次処理に汚泥が少ない事から循環水量０．５Ⅼ/分→０．１Ⅼ/分に変更保守
１０/３０

逆洗と併せ強制撹拌１０分実施後、バキューム車で上澄水１/２を１次処理１室張り水に使用

生物膜が少ない事から放流バルブ４０％→９０％に変更し撹拌水流を弱める

清掃
８/７

３

２

１


